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このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
•  取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。
•  ご使用前に「安全上のご注意」（12～15ページ）を必ずお読みください。
•  保証書は「お買い上げ日・販売店名」などの記入を確かめ、取扱説明書とともに大切に
保管してください。

保証書付き

パナソニックの会員サイト「CLUB Panasonic」で「ご愛用者登録」をしてください。
ご愛用者登録については　2ページ

安
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付属品

付属品を確認してください

電源コード（1本）

【K2CA2CA00024】

ACアダプター（1コ）

【RFEAX1007】

オーディオコード（1本）

【RFXX1002】

リモコン（1コ）
•  電池は内蔵されています。

【RAKX1003】

iPhone 用 Dock アダプタ（2コ）

【RFEX1002】

iPhone 3GS、iPhone 3G用
（「15」と刻印）

【RFEX1001】

iPhone 用（「12」と刻印）
•  かっこ【　　】内は、2010年 7月現在の品番です。
•  電源コードは、本機専用ですので、他の機器には使用しないでください。また、他の機器の
電源コードを本機に使用しないでください。
•  包装材料などは商品を取り出したあと、適切に処理をしてください。
•  小物部品については乳幼児の手の届かないところに適切に保管してください。

付属品は販売店でお買い求めいただけます。
パナソニックの家電製品直販サイト「パナセンス」でお買い求め
いただけるものもあります。詳しくは「パナセンス」のサイトを
ご覧ください。
http://club.panasonic.jp/mall/sense/

携帯電話からもお買い求めいただけます。
http://p-mp.jp/cpm
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リモコンの準備
絶縁シートを引き抜いてからお使いください。

絶縁シートは抜いた
あと、適切に処理を
してください。

•

■ リモコンの使用範囲

リモコン受信部

距離：
角度：

約7 m以内
左に約30°
右に約30°

■ 電池を交換するときは

コイン電池（CR2025）

電池を入れるときは
+を上にする

押しながら引き抜く

■ 使用上のお願い
•  受信部とリモコンの間に障害物を置かないでください。
•  受信部に直射日光やインバーター蛍光灯の強い光を当てないでください。
•  受信部と送信部のほこりに注意してください。
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iPod/iPhone を接続する
1 電源コードを接続する

家庭用電源
コンセント

ACアダプター

本体背面

①

②
③

電源コード

•  AC アダプターは、本機専用ですので、他の機器には使用しないでください。また、他の
機器のACアダプターを本機に使用しないでください。

2 Dock アダプタを本機に取り付ける
iPod：　 iPod に付属されているDock アダプ

タを取り付けます。
iPhone：　 本機に付属されている iPhone用Dock

アダプタを取り付けます。iPhone 用
Dock アダプタは、お持ちの iPhone に
合った形状のものをご使用ください。

3 iPod/iPhone を本機に接続する
•  接続前に iPod/iPhone の電源を切った状態に
してください。
•  iPod/iPhone ケースなどを付けている場合は
取り外してください。

iPod

Dock アダプタ

必ず本体を持って接続してください。

例

2

3

ツメを手前側にして
取り付ける

■ Dock アダプタを取り外すときは
iPod/iPhone を取り外してから、Dock アダプタの溝を
利用して上に引き上げます。

溝

■ iPod/iPhone を充電する
本機に iPod/iPhone を接続すると、自動的に充電が始まります。
•  充電が完了したかどうかは iPod/iPhone の画面で確認してください。

お知らせ

•  本機のスピーカーネットは取り外しができません。
•  正しく接続するために、iPod/iPhone 専用のDock アダプタを必ず取り付けてください。
•  iPod に Dock アダプタが付属されていない場合は、Apple 社からお買い求めください。
•  iPod/iPhone のデータ管理について、当社では一切の保証はしていません。
•  コネクター部の破損の原因となりますので、iPod/iPhone の接続や取り外しはゆっくりと
行ってください。
•  充電完了後、iPod/iPhone を長期間使用しないときは、本機から外しておいてください。
充電後の自然放電により電池が消耗しても追加充電はされません。
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「Made for iPod」とは、iPod 専用に接続するよう設計され、アップルが定める性
能基準を満たしているとデベロッパによって認定された電子アクセサリであることを
示します。
「Works with iPhone」とは、iPhone 専用に接続するよう設計され、アップルが定め
る性能基準を満たしているとデベロッパによって認定された電子アクセサリであるこ
とを示します。
アップルは、本製品の機能および安全および規格への適合について一切の責任を負い
ません。
iPod は、米国および他の国々で登録されたApple Inc. の商標です。

■ 防磁設計について
•  本システムのスピーカーは、テレビとの近接使用が可能な防磁設計※ですが、設置のしかたに
よっては、まれに色ムラが生じます。その場合は、一度テレビの電源を切り、15～30分
後に再び電源を入れてください。テレビの自己消磁機能により、画面への影響が改善される
場合があります。その後も色ムラが残るような場合には、スピーカーを離してご使用ください。

※（社）電子情報技術産業協会（JEITA）の技術基準に適合
■ ACアダプターについて
機器を電源コンセントの近くに設置し、遮断装置（ACアダプターのプラグ）へ容易に手が届
くようにしてください。
•  使用後は、必ずACアダプターを電源コンセントから抜いてください。（接続したままにして
いると、ACアダプター単体で約0.25 Wの電力を消費しています。）
•  ACアダプターの端子部を汚さないでください。
ACアダプターを海外で使用するには

ACアダプターは、電源電圧（100 V ～ 240 V）、電源周波数（50 Hz、60 Hz）でご使
用いただけます。市販の変圧器などを使用すると、故障するおそれがあります。

国、地域、滞在先によって電源コンセントの形状は異なります。海外旅
行をされる場合は、その国、地域、滞在先に合ったプラグを準備してく
ださい。変換プラグは、お買い上げの販売店にご相談のうえ、お求めく
ださい。
ACアダプターは日本国内で使用することを前提として設計され
ておりますが、海外旅行等での一時的な使用は問題ありません。
ご使用にならないときは変換プラグを電源コンセントから外してくださ
い。

例

差し込む

変換プラグ
（別売）
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iPod/iPhone を聴く
本体やリモコンのボタンで iPod/iPhone を操作できます。リモコンのボタンを押すた
びに、電源ランプが点滅します。

電源ランプ

本体 本体 リモコン はたらき
本機の電源を入 /切する
•  電源入時は電源ランプが点灯し
ます。

音量を調節する

サラウンド
ランプ

サラウンド効果を入 /切する
•  サラウンド効果を入にすると、
サラウンドランプが点灯しま
す。

BASSランプ

低音効果を入 /切する
•  低音効果を入にすると、BASS
ランプが点灯します。

リモコン

お知らせ

•  iPod/iPhone に付属され
ている説明書などもお読
みください。

リモコン はたらき

iPod の選曲メニュー画面に入る

再生 /一時停止する

リピート再生を入 /切する

シャッフル再生を入 /切する

消音する
•  解除： 再度［消音］を押す、音量を調節する。

曲を飛ばす（スキップ）、
早送り /早戻しする（サーチ）
•  サーチは、聴きたい位置までボタンを押したま
まにします。

メニュー画面で項目を選ぶ
•  押したままにすると、リストをスクロールでき
ます。

メニュー画面で決定する、
再生する
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本機で使用できる iPhone/iPod
（2010年 7月現在）

名前 容量
iPhone 3GS 16 GB, 32 GB

iPhone 3G 8 GB, 16 GB

名前 容量
iPod nano 第 5世代（ビデオカメラ） 8 GB, 16 GB

iPod touch 第 2世代 8 GB, 16 GB, 32 GB, 64 GB

iPod classic 120 GB, 160 GB (2009)

iPod nano 第 4世代（ビデオ） 8 GB, 16 GB

iPod classic 160 GB (2007)

iPod touch 第 1世代 8 GB, 16 GB, 32 GB

iPod nano 第 3世代（ビデオ） 4 GB, 8 GB

iPod classic 80 GB

iPod nano 第 2世代（アルミニウム） 2 GB, 4 GB, 8 GB

iPod 第 5世代（ビデオ） 60 GB, 80 GB

iPod 第 5世代（ビデオ） 30 GB

iPod nano 第 1世代 1 GB, 2 GB, 4 GB

iPod 第 4世代（カラーディスプレイ） 40 GB, 60 GB

iPod 第 4世代（カラーディスプレイ） 20 GB, 30 GB

iPod 第 4世代 40 GB

iPod 第 4世代 20 GB

iPod mini 4 GB, 6 GB

•  ご使用の iPod/iPhone またはそのバージョンにより、通常と異なる動作や表示などを行う
場合がありますが、基本的な音楽再生の利用には支障ありません。できるだけ最新のバージョ
ンをご使用ください。詳しくは、下記サポートページで確認してください。
http://panasonic.jp/support/audio/mini/connect/sc_sp100_ipod.html
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外部機器を接続する
準備
•  iPod/iPhone を接続している場合は取り外しておく
•  本機の音量を下げておく

ポータブル機器
など

本体背面

オーディオコード

付属のオーディオコードでポータブル機器などを本機に接続してください。

パソコンに接続する
USBケーブル（市販）で接続すると、本機に接続しているiPod/iPhoneにパソコンのデー
タを転送できます。
1 USBケーブルで本機とパソコンを接続する

USB ケーブル
（市販）High speed

mini-B タイプ

本体背面

A タイプ

2 パソコンとデータをやり取りする
パソコンとのデータのやり取りや取り外し方法は、iPod/iPhone をパソコンで直接
使用する場合と同じような方法で行えます。動作環境など、詳しくは、iPod/iPhone
に付属されている説明書などをお読みください。

パソコンの環境によっては曲のダウンロードができなかったり、ダウンロードした音楽デー
タが使えない等の不具合が発生する場合があります。お客様の音楽データの損失ならびにそ
の他の直接 /間接的な障害につきましては、当社および販売店等に故意または重過失がない
限り、当社および販売店等はその責任を負いません。
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リモコンモードを変更する
本機には、リモコンモードが2つあります。他の機器のリモコンで本機が誤動作したり、
本機のリモコンで他の機器が誤動作するときは、リモコンモードを変更してください。
リモコンモードのお買い上げ時の設定は「1」です。
1 本体側のリモコンモードを「2」にする：
本体の［サラウンド］を押したまま、
リモコンの［BASS］を3秒以上押したままにする
本体側のリモコンモードが「2」に切り換わります。このとき、電源ランプが3回
点滅します。

2 リモコン側のリモコンモードを「2」にする：
リモコンの［決定］を押したまま、
リモコンの［BASS］を2秒以上押したままにする
リモコン側のリモコンモードが「2」に切り換わります。

■ リモコンモードをお買い上げ時のモードに戻すには
1.  本体の［サラウンド］を押したまま、リモコンの［BASS］を3秒以上押したままに
して、本体側のリモコンモードを「1」にする（電源ランプが3回点滅します。）

2.  リモコンの［決定］を押したまま、リモコンの［消音］を2秒以上押したままにして、
リモコン側のリモコンモードを「1」にする
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故障かな！？
修理を依頼される前に、この表で症状を確かめてください。なお、これらの処置をして
も直らない場合や、この表以外の症状は、お買い上げの販売店にご相談ください。

こんなときは ここを処置、確認してください ページ

電源が入らない
•  電源コードが正しく接続されているか確認してくださ
い。

4

音が出ない

•  音量を調節してください。
•  消音になっていないか確認してください。
•  iPod/iPhone をできるだけ最新のバージョンに更新し
てください。
•  iPod/iPhone の電源を切り、iPod/iPhone を取り外し
てから再度接続し、電源を入れてください。

6

6

7

4

リモコンが操作で
きない

•  新しいコイン電池と交換してください。
•  iPod/iPhone が本機に正しく接続されているか確認し
てください。
•  リモコン側のリモコンモードを切り換えてください。

3

4

9

音がひずむ
•  音量を下げてください。
•  iPod の音質の設定を切にしてください。

6

—

iPod/iPhone が
充電できない

• 接続を確認してください。 4

パソコンと同期し
て使用できない

•  本機の電源を入れてください。
•  パソコンと本機の接続を確認してください。

6

8

お手入れ
電源プラグをコンセントから抜き、乾いた柔らかい布でふいてください。
•  汚れがひどいときは、水にひたした布をよく絞ってから汚れをふき取り、そのあと、
乾いた布でふいてください。
•  ベンジン、シンナー、アルコール、台所洗剤などの溶剤は、外装ケースが変質したり、
塗装がはげるおそれがありますので使用しないでください。
•  化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書きに従ってください。
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仕様
■ アンプ部
実用最大出力（JEITA） 20 W（5 W + 5 W + 10 W）

フロントスピーカー（両CH動作）
実用最大出力：　 10 W（5 W + 5 W）
6 Ω、1 kHz、全高調波ひずみ率10%
サブウーハー
実用最大出力：　 10 W
6 Ω、100 Hz、全高調波ひずみ率10%

■ 端子部
DC入力端子 DC12 V
AUX端子 ステレオミニ（  3.5 mm）
iPod/iPhone 端子 iPod/iPhone 専用端子
USB端子 USB 2.0 High speed
■ スピーカー部
フロントスピーカー 形式 :　 1 ウェイ1スピーカーシステム（バスレフ型）

フルレンジ4 cm× 2　コーン型
インピーダンス：　 6 Ω

サブウーハー 形式：　 1ウェイ1スピーカーシステム（パッシブラジエーター型）
ウーハー6.5 cm× 1　コーン型
パッシブラジエーター6.5 cm× 2

インピーダンス：　 6 Ω
■ 総合
ACアダプター 入力　AC 100 V ～ 240 V、50/60 Hz、71～ 97 VA

出力　DC12 V、3.0 A
寸法（幅×高さ×奥行） 175 mm×139 mm×179 mm
質量 約0.85 kg
許容動作温度 0 ℃～ +35 ℃
許容相対湿度 20％～80％ RH（結露なきこと）

電源切（スタンバイ※）時の消費電力 : 約 0.7 W
 （ACアダプターのみ：　約0.25 W）

注）
※  iPod/iPhone 非充電時
•  この仕様は、性能向上のため変更することがあります。
•  全高調波ひずみ率は、スペクトラムアナライザーによる第10次高調波までの総和です。
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安全上のご注意（必ずお守りください）
人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。

■ 誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明してい
ます。

 警告 ｢ 死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。

 注意 ｢ 傷害を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」
です。

■ お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。（次は図記号の例です）

してはいけない内容です。

実行しなければならない内容です。

 警告

電源プラグ
を抜く

異常・故障時には直ちに使用を中止する

異常があったときには、電源プラグを抜く
•  煙が出たり、異常なにおいや音がする
•  音声が出ないことがある
•  内部に水や異物が入った
•  電源プラグが異常に熱い
•  本体に変形や破損した部分がある
そのまま使うと火災・感電の原因になります。
●  電源を切り、コンセントから電源プラグを抜いて、販売店にご相談く
ださい。

電源コード・プラグを破損するようなことはしない
（傷つける、加工する、熱器具に近づける、無理に曲げる、ねじる、
引っ張る、重い物を載せる、束ねるなど）
傷んだまま使用すると、火災・感電・ショートの原因になります。
●  コードやプラグの修理は、販売店にご相談ください。
コンセントや配線器具の定格を超える使いかたや、交流100 V ～ 240 
V 以外での使用はしない
たこ足配線等で、定格を超えると、発熱による火災の原因になります。
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 警告
コイン電池は、乳幼児の手の届くところに置かない
誤って飲み込むと、身体に悪影響を及ぼします。
●  万一、飲み込んだと思われるときは、すぐに医師にご相談ください。
内部に金属物を入れたり、水などの液体をかけたりぬらしたりしない
ショートや発熱により、火災・感電の原因になります。
●  機器の上に水などの液体の入った容器や金属物を置かないでくださ
い。

●  特にお子様にはご注意ください。
電池の液がもれたときは、素手でさわらない
●  液が目に入ったときは、失明のおそれがあります。目をこすらずに、
すぐにきれいな水で洗ったあと、医師にご相談ください。

●  液が身体や衣服に付いたときは、皮膚の炎症やけがの原因になるので、
きれいな水で十分に洗い流したあと、医師にご相談ください。

分解禁止

分解、改造をしない
内部には電圧の高い部分があり、感電の原因になります。

ぬれ手禁止

ぬれた手で、電源プラグの抜き差しはしない
感電の原因になります。

接触禁止

雷が鳴ったら、本機や電源プラグなどに触れない
感電の原因になります。

電源プラグのほこり等は定期的にとる
プラグにほこり等がたまると、湿気等で絶縁不良となり、火災の原因に
なります。
●  電源プラグを抜き、乾いた布でふいてください。
電源プラグは根元まで確実に差し込む
差し込みが不完全ですと、感電や発熱による火災の原因になります。
●  傷んだプラグ・ゆるんだコンセントは、使わないでください。
使い切ったコイン電池は、すぐにリモコンから取り出す
そのまま機器の中に放置すると、電池の液もれや、発熱・破裂の原因に
なります。

安
全
上
の
ご
注
意
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安全上のご注意（つづき）

 注意
コードを接続した状態で移動しない
接続した状態で移動させようとすると、コードが傷つき、火災・感電の
原因になることがあります。
また、引っかかって、けがの原因になることがあります。
不安定な場所に置かない
高い場所、水平以外の場所、振動や衝撃の起こる場所に置かない
倒れたり落下すると、けがの原因になることがあります。
本機の上に重い物を載せたり、乗ったりしない
倒れたり落下すると、けがの原因になることがあります。
また、重量で外装ケースが変形し、内部部品が破損すると、火災・故障
の原因になることがあります。
放熱を妨げない
内部に熱がこもると、火災の原因になることがあります。
●  底面の通気孔をふさがないでください。
●  また、外装ケースが変形する原因にもなりますのでご注意ください。
異常に温度が高くなるところに置かない
温度が高くなりすぎると、火災の原因になることがあります。
●  直射日光の当たるところ、ストーブの近くでは特にご注意ください。
●  また、外装ケースや内部部品が劣化する原因にもなりますのでご注意
ください。

コイン電池は誤った使いかたをしない
•  指定以外のコイン電池を使わない
•  (と)は逆に入れない
•  加熱・分解したり、水などの液体や火の中に入れたりしない
•  ネックレスなどの金属物といっしょにしない
取り扱いを誤ると、液もれ・発熱・発火・破裂などを起こし、火災や周
囲汚損の原因になることがあります。
油煙や湯気の当たるところ、湿気やほこりの多いところに置かない
電気が油や水分、ほこりを伝わり、火災・感電の原因になることがあり
ます。
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 注意
長期間使わないときは、リモコンからコイン電池を取り出す
液もれ・発熱・発火・破裂などを起こし、火災や周囲汚損の原因になる
ことがあります。

電源プラグ
を抜く

長期間使わないときや、お手入れのときは、電源プラグを抜く
通電状態で放置、保管すると、絶縁劣化、ろう電などにより、火災の原
因になることがあります。

̶このマークがある場合は̶

ヨーロッパ連合以外の国の廃棄処分に関する情報

このシンボルマークはEU域内でのみ有効です。
製品を廃棄する場合には、最寄りの市町村窓口、または販売店で、正
しい廃棄方法をお問い合わせください。

この装置は、クラスB 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的と
していますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障
害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

VCCI-B

安
全
上
の
ご
注
意
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保証とアフターサービス（よくお読みください）
修理・使いかた・お手入れ　などは
■ まず、お買い求め先へ 
ご相談ください

▼お買い上げの際に記入されると便利です

販売店名
電　話　　　　（　　　）　　　－
お買い上げ日　　　　　　　年　　月　　日

修理を依頼されるときは
「故障かな！？」（➜10ページ）でご確認のあ
と、直らないときは、まず電源プラグを抜いて、
お買い上げ日と右の内容をご連絡ください。

●  製品名 コンパクトステレオシステム

●  品　番 SC-SP100

●  故障の状況 できるだけ具体的に

● 保証期間中は、保証書の規定に従って
お買い上げの販売店が修理させていた
だきますので、おそれ入りますが、製
品に保証書を添えてご持参ください。

 保証期間：お買い上げ日から本体1年間
● 保証期間終了後は、診断をして修理で
きる場合はご要望により修理させてい
ただきます。

※ 修理料金は次の内容で構成されています。
技術料  診断・修理・調整・点検などの費用
部品代  部品および補助材料代
出張料  技術者を派遣する費用

※ 補修用性能部品の保有期間 8年
当社は、このコンパクトステレオシステムの補
修用性能部品（製品の機能を維持するための部
品）を、製造打ち切り後8年保有しています。

■ 転居や贈答品などでお困りの場合は、次の窓口にご相談ください
※ 「よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」などはホームページをご活用ください。
 http://panasonic.jp/support/
● 修理に関するご相
談は…

● 使いかた・お手入
れなどのご相談は
…

※  ご使用の回線（IP電話やひかり電話など）によっては、回線の混雑時に数分で切れる
場合があります。
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【ご相談窓口における個人情報のお取り扱い】
パナソニック株式会社およびパナソニックグループ関係会社（以下「当社」）は、お客
様の個人情報をパナソニック製品に関するご相談対応や修理サービスなどに利用させ
ていただきます。併せて、お問い合わせ内容を正確に把握するため、ご相談内容を録
音させていただきます。また、折り返し電話をさせていただくときのために発信番号
を通知いただいておりますので、ご了承願います。当社は、お客様の個人情報を適切
に管理し、修理業務等を委託する場合や正当な理由がある場合を除き、第三者に個人
情報を開示・提供いたしません。個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただき
ました窓口にご連絡ください。
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愛情点検 長年ご使用のコンパクトステレオシステムの点検を！

こんな症状は
ありませんか

•  煙が出たり、異常なにおいや音がする
•  音声が出ないことがある
•  内部に水や異物が入った
•  本体に変形や破損した部分がある
•  その他の異常や故障がある

ご使用中止
故障や事故防止のため、電源を切り、コンセ
ントから電源プラグを抜いて、必ず販売店に
点検をご相談ください。

保証とアフターサービス（つづき）





SC-SP100 

音響製品保証書 
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